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研究成果の概要（和文）： 
家族システムの観点から母親の育児適応を促す妊娠期保健指導プログラムの開発をめざして,周産期の母親の抑うつや
育児関連のストレス反応，育児自己効力感に家族の機能状態が及ぼす影響を明らかにすることを目的とした.産褥期の
家族機能と育児上の問題との関連,周産期の家族機能と初産婦の抑うつ状態,育児自己効力感,育児負担感との関連を検
討した結果,母親の「育児困難感」は家族の「情緒的絆」「外部との関係」「コミュニケーション」機能により軽減す
る.また周産期の家族機能は,初産婦の抑うつ状態を軽減し,育児自己効力感を向上させ,育児負担感を軽減することが示
され,家族機能を高める介入の有効性と援助の方向性が示唆された.

研究成果の概要（英文）：This study aimed to identify the impacts of family function for mother's 
perinatal depression, parenting self-efficacy and parenting stress to develop an antenatal education 
program for fostering family function from the perspective of family system. We investigated the causal 
relationships between family function and parenting problems and effects of family function on 
depression, parenting self-efficacy and parenting burden of primiparas on perinatal period. The results 
showed that among the family function <affective bonding><external relationships><communication> 
alleviate parenting difficulty of mothers on postpartum period. Also <roles and 
responsibilities><affective bonding> and <external relationships> alleviate the depressive state and 
parenting burden, and improve the parenting self-efficacy of primiparas on perinatal period. These 
results suggested the validity and the direction of intervention during pregnancy for fostering family 
function to promote mother's mental health.

研究分野：母性看護学、助産学、家族看護学
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１．研究開始当初の背景 
女性にとって周産期は、妊娠・分娩・産

褥各期の身体的変化だけでなく、心理的、

社会的にも変化が著しいため、うつ病を中

心とした気分障害や不安障害など精神的

健康問題が出現しやすい時期である。我が

国の妊娠期および産後のうつ病の発症率

は 5％程度と報告されている 1）が、妊娠期

の抑うつは、産後うつ病のリスク要因であ

り 2）3）、妊娠期から抑うつ状態を軽減する

ことが産後うつ病予防にも重要であると

考えられる。産後うつ病は、虐待行動や母

子関係の障害の要因となり、子どもの心身

の発達に影響することが報告されている 4）

5）6）。従って、周産期の母親の抑うつ状態

や育児関連のストレスを予防・軽減するこ

とは、母親の精神的健康のみならず、子ど

もの心身の正常な発達、引いては虐待予防

の観点からも重要な課題であると考える。  

周産期の母親の精神的健康状態や育児

関連のストレス反応は、家族の機能状態に

よって影響を受けることが示唆されてい

る 7）8）。しかし、家族機能と母親の抑うつ

状態や育児関連のストレス反応、育児自己

効力感との関連の詳細は明らかにされて

いない。 

 
２．研究の目的 
 本研究では、家族システムの観点から母親
の育児適応を促す新たな妊娠期保健指導プ
ログラムを開発するために、以下の３つの目
的を明らかにする調査研究を行った。 
（1） 産褥期の母親の育児困難感とその他 
の育児上の問題、家族機能との因果的関連を
明らかにする 
（2） 妊娠期における家族機能と初産婦の 
抑うつ状態、育児自己効力感の特徴とその因
果関係を明らかにする 
（3） 産褥期における家族機能と初産婦の 
抑うつ状態、育児自己効力感、育児負担感の
特徴とその因果関係を明らかにする 
 
３．研究の方法 

（1）研究１：目的（1）を明らかにするため

に平成23年11月～平成24年3月に西日本に

位置する分娩施設７カ所で単胎児を出産し

た産後１ヵ月の褥婦498名を対象として自

記式質問紙による横断的調査を行った。調

査内容は、家族機能尺度（FFS）日本語版、

子ども総研式育児支援質問紙（０〜11ヶ月

児用）、母親の年齢、夫の年齢、家族の年収、

家族形態、初経産の別、出生児の体重、性

別、外部からの育児サポートの有無、夫の

家事育児参加への満足度であった。有効回

答の得られた264名を分析の対象とした。育

児背景および「育児困難感」の高低により

育児上の問題の各因子得点、家族機能の各

因子得点の平均値を比較した（t検定）。さ

らに「育児困難感」とその他の育児上の問

題、家族機能の各因子の因果的関連を検討

するために「育児困難感」を従属変数、そ

の他の育児上の問題、および家族機能の各

因子を独立変数とする重回帰分析を繰り返

して因果モデルを構築し、共分散構造分析

によるパス解析を行った。 

（2）研究 2：目的（2）を明らかにするため

に関西地区の 5 か所の分娩施設で初産予定

の妊娠中期および妊娠後期にある女性 502

名を対象に自記式質問紙による横断的調査

を行った。調査内容は、家族機能尺度（FFS）

日本語版、抑うつ状態（菅原らの SDS 簡易

版）、育児自己効力感尺度（PSE）、産科学的

異常、属性、年収および夫からのサポート

満足度で、調査期間は平成 24 年 11 月～平

成 25 年 4 月であった。有効回答の得られた

310 名を分析の対象とした。妊娠時期による

属性の比較には、χ２検定を、また時期によ

る変数の平均値の比較は、t 検定を行った。

変数間の関連は、Pearson の積率相関係数を

算出したのち探索的に重回帰分析を繰り返

して変数間の因果モデルを作成し、共分散

構造分析によるパス解析を行って因果的関

連を検討した。 

（3）研究3：目的（3）を明らかにするため

に関西地区の5か所の分娩施設で出産した

初産婦231名を対象として自記式質問紙に



よる横断的調査を行った。調査内容は、家

族機能尺度（FFS）日本語版、抑うつ尺度（菅

原らのSDS簡易版）、育児負担感尺度、育児

自己効力感尺度（PSE）、分娩時の異常、属

性（母親の年齢、夫の年齢、家族構成、産

後のサポートの有無、里帰りの有無、出産

前教育への参加の有無）、年収および夫から

のサポート満足度で、調査期間は平成25年

１月〜4月であった。有効回答の得られた

132名を分析の対象とした。産褥期の家族機

能、育児自己効力感、抑うつ状態の特徴を

明らかにする為に研究2の妊娠中期群との

間で変数を比較した（χ2検定、t検定）。変

数間の関連は、Pearsonの積率相関係数を算

出した。変数間の因果関係は、探索的に重

回帰分析を繰り返して変数間の因果モデル

を作成し、さらに共分散構造分析によるパ

ス解析を行って因果的関連を検討した。 

 

４．研究成果 
（1）家族機能と育児上の問題との関連 

研究1の対象者のうち、育児困難高群（ラ

ンク4および5）と判定された人は37.9%で（表

1）、家族機能が低いほど育児上の問題が高く、

家族機能低群は、育児困難感が有意に高いこ

とが示された（図1）。 

 

 

また初産婦は「育児困難感」と「Difficult 

Baby」が有意に高く、子どもの育てにくさに

関する援助ニーズが高いと考えられた。パス

解析の結果から「育児困難感」は、「母親の

不安・抑うつ」「Difficult Baby」によって

高まり、「Difficult Baby」は「母親の不安・

抑うつ」を高める要因であった。従って、子

どもの訴えが分からない、泣きへの対応に苦

慮する状況が母親の不安・抑うつを高め、育

児困難感を高めると考えられた。しかし、家

族の「情緒的絆」「外部との関係」機能を強

化することによって「母親の不安・抑うつ」、

「Difficult Baby」は軽減し、「コミュニケ

ーション」、「家族規範」、「役割と責任」は「情

緒的絆」を強化することが示され、これらの

家族機能を高める援助が「母親の不安・抑う

つ」「Difficult Baby」の軽減に有効であり、

「育児困難感」の予防・軽減に繋がることが

明らかとなった。 

 

（2）妊娠期における家族機能と初産婦の抑
うつ状態、育児自己効力感との関連 

 研究 2（妊娠期）の対象者のうち、軽度の

抑うつを含め抑うつ状態ありと評価された

妊婦は、妊娠中期では 47.7％、後期では

48.1％であり（表 2）、 



 
パス解析の結果から妊婦の抑うつ状態の

抑制と育児自己効力感の向上には家族機能

の「役割と責任」「情緒的絆」「外部との関係」

が影響し、特に「役割と責任」は中核となる

役割を果たす機能であることが明らかとな

った（図 2）。加えて「コミュニケーション」

機能はこれら3つの機能を強化する重要な要

因であることが明らかとなった。従って、妊

娠後の早い時期からこれらの家族機能を高

める方向で援助することが、妊婦の心身の変

化に応じて家族がサポートシステムとして

有効に機能することを可能にし、妊婦の抑う

つ状態の予防・軽減と育児自己効力感の向上

につながることが明らかとなった。 

 

 

 

 

3）産褥期における家族機能と初産婦の抑う

つ状態、育児自己効力感、育児負担感との因

果関係 

 研究3（産褥期）の対象者のうち、抑うつ状

態が疑われる母親の割合は65.4％で、その内

22.6％が中程度以上の抑うつ状態を呈して

いた。また研究2の妊娠中期群よりも有意に

抑うつ状態が高く、家族機能が低かった。対

象者の63.1％が里帰りによる援助を受けて

いたが、育児自己効力感は比較的低いことが

明らかとなった。さらにパス解析の結果から

家族機能が母親の認知的抑うつ症状の軽減

と育児自己効力感の向上に影響しているこ

とが明らかとなった。研究２の結果と同様に

「役割と責任」「情緒的絆」「外部との関係」

が重要であり、「役割と責任」は、「情緒的絆」

と「外部との関係」を強め、さらに「コミュ

ニケーション」機能はこれら3つの機能を強

化する要因であることが明らかとなった（図

3）。以上のことから、これらの家族機能を高

めることによって産後１ヵ月の初産婦の認

知的抑うつ症状は軽減し、育児自己効力感を

向上させ、さらに育児負担感を軽減できるこ

とが明らかとなった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図 2. 妊娠期の家族機能の抑うつ状態、育児自己効力感への影響

（パス解析） ※CMIN=10.876, df=11, p=.454, CMIN/df= .989, NFI=.989, 

CFI=1.00, AIC=76.876 , RMSEA=.000，全てのパスは、5％～0.1％水準で有意 



 

（4）総括 

 本研究により、育児関連のストレス反応で

ある育児困難感には、母親の不安・抑うつ、

子どもの育てにくさが影響し、子どもの育て

にくさが母親の不安・抑うつを助長する因子

であることが示された。また妊娠期には、妊

婦の約５割が、また産後１ヵ月では約７割が

抑うつ状態にあり、抑うつ状態が育児自己効

力感を低下させ、育児負担感を高めることが

明らかとなった。しかし、妊娠期から家族機

能を強化することによって抑うつ状態は軽

減し、育児自己効力感は高まり、産褥期の育

児困難感、育児負担感の軽減に繋がることが

明らかとなった。 

以上の成果から家族機能を高めることに

よって母親の周産期の抑うつ状態や産褥期

の育児関連のストレス反応の軽減が可能で

あることが明らかとなり、今後の保健指導に

おいて強化すべき援助の方向性が示唆され

た。本研究の成果に基づき、周産期の抑うつ

状態を予防し、育児自己効力感を高めるため

に家族の機能状態を高める妊娠期保健指導

プログラムの試案を作成した。今後は、プロ

グラムの実用化に向けて、縦断的調査により

プログラムの有効性を検討することが必要

である。 
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